
令和６年度 世田谷区立用賀小学校 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈用賀小の学校教育目標〉 

  【夢中になって活動する子どもをめざして】 

⚫ 健康でつよい子ども 

⚫ よく考えくふうする子ども 

⚫ 思いやりのあるやさしい子ども 

⚫ ねばりづよくがんばる子ども 

〈世田谷区の教育理念〉 
急激に変化する社会の中で、子ども一人一人が社会の担い手とし

て自らが課題に向き合い判断して行動し、それぞれが思い描く未

来を実現できる人材を育成する。 

⚫ 「キャリア・未来デザイン教育」の実現 

⚫ 「せたがや探究的な学び」 

【児童実態】 

・素直 

・きまりを守ろう

とする 

・あきらめやすい 

・自分の考えの表

現が苦手 

・自分で課題を見

つけたり解決方

法を見つけたり

することが苦手 

【教師の願い】 

・自ら学びを深め

られるようにな

って欲しい 

・夢中になって学

習に取り組んで

ほしい 

・児童が夢中にな

れるような授業

の工夫の方法を

知りたい。 

研究主題 

「主体的になって学ぶ児童の育成」 

～自ら読みを深める児童の育成～ 

研究仮設 

 教師が子どもと教材との出会いを工夫することで、学習のゴールイメージをもつことができ、子どもが

自ら課題意識をもち、言語活動に取り組みながら、物語の読みを深めることができるだろう。 

低学年分科会 
【目指す児童像】 
〇 時間的な順序や事柄の順序などを考

えながら、内容の大体を捉えることが

できる 

〇場面の様子や登場人物の行動など、内

容の大体を捉えることができる。 

〇 場面の様子に着目して、登場人物の

行動を具体的に想像することができ

る。 

高学年分科会 
【目指す児童像】 
〇 登場人物の相互関係や心情など

について、描写を基に捉えること。 

〇 人物像やもの物語などの全体像

を具体的に想像したり、表現の効果

を考えたりすること。 

中学年分科会 
【目指す児童像】 
〇 登場人物の行動や気持ちなどに

ついて、叙述を基に捉えること。 

〇 登場人物の気持ちの変化や性格、

情景について、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想像すること。 

＜研究の方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  単元のゴールイメージをもち、自ら課題を立てて、解

決に向かって・、めあてを立てている。 

 夢中になって学んでいる 

単元を通して、自分の活動を明確にし、他者と協力しながら協働的に学ぶことができる。 

学習課題 

自問タイム 学びを振り返り、次につなげているか 

視① 

 

視② 

 

目指す児童像 

⚫ 自ら課題を設定し、解決の方法を考えられる子 

⚫ 自らの学びをふり返り、学びを次につなげる子 

研究授業を軸に追求 

① 教師が設定した言語活動が、指導要領解説の内容に則しているか 

② 児童が単元のゴールイメージをもって、学習に取り組み、適切な

「めあて」を設定することができているか。 

③ 次の授業に向けた振り返りを書くことができているか。 

 

日々の授業で追求 

○自ら課題を見出せる発問の工夫 

〇単元のゴールイメージをもてるような言語活動

の工夫 

〇自問タイムによる、次時につながる振り返り。 

指 導 要 領
の身に付け
るべき力に
即し、単元計
画を工夫す
る 


